
1） コンソーシアム事業

2019年にスタートしたコンソーシアム事業は2021年3月をもって終了しました。

県連の皆さまにに支えられ充実した活動を行う事が出来ました。

改めてお礼申し上げます。

今回の事業を通じ、県連の皆さまにご理解ご協力を頂き、ジュニア育成のスタートを切る事が出来ました。

また中央団体との連携も重ね、今後の活動にも有効なネットワークを構築する事が出来ました。

選手に関しては、モーグルとエアリアルの2種目を展開してまいりました。他県選手の実力にはまだまだ

かないませんが、それぞれの選手毎に高い目標を持って継続的に取り組んでいます。

その中で、エアリアルの山本愛佳（ICE　HIROSHIMA　福山　高校１）は、全日本選手権で2位　表彰台を

獲得するなど、急成長にびっくりしているところです 。また、2021-2022シーズンより国内強化指定を受け

今後ますます活躍を期待しております。

2）第5回合同練習会＆初心者体験コブレッスン

2年続けて雪不足に悩まされた本事業も今シーズンは無事開催する事が出来た。

1週間前から土日とも雨予報であり、直前までその予報は変わらず悪天候の中の開催になり10名を超える

キャンセルもあったが、それでも熱心な参加者が沢山集まり2日間で総勢52名の参加者を迎える事が出来た。

会場は例年の八幡ハイランド191スノーリゾートで行われ、事前のコース作成には2コースにまたがり

モーグルコースを展開頂きました。

また、フリースタイル委員会のメンバーにも協力頂き充実したものになりました。

参加者の技術レベルは幅広い他ため、次回以降のクラス設定には検討は必要と感じました。

3）オフシーズンのジュニアトレーニング
年間通してジュニア育成のプログラムを開始しました。
①フィジカル・アジリティートレーニング 　　　1回/月　　八千代B＆G海洋センター
②トランポリントレーニング　　　　　　　　　　1回/月　　小川長春館

 
2020-2021フリースタイル委員会事業報告 

※1～2月の地域トレーニング報告、5～7月のジュニアトレーニング報告は、
　別報告とさせて頂きます。 
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コンソーシアム事業報告 

 　本件は先シーズンから推進しているコンソーシアム事業の地域巡回指導に合わせ新規選手の適性選考会とし、今年度
の新たな選手募集の形で実施され、今後の広島県スキー連盟としての継続的な地域ジュニア育成の体制を作る意味でも

重要な事業となりました。

 

  　2020年12月20日にめがひらスキー場に於いて、日本スポーツ振興センターの委託事業であるアスリートパスウェイ戦略的支援 
　「SAJ Division3 地域連携強化 コンソーシアム 事業」において、NFコーチによる地域巡回トレーニング及び新規選手の適性
　選考会が開催されました。 

　 

写真 

（１）既存コンソーシアム選手の参加者 8名 （２）新規選手募集 3名 
 （３）選考結果  NFコーチより3名とも合格の回答を頂きました。 早速1月度より既存選手に混ざって地域練習

へ参加頂く様に連絡しました。 
更に2月には、長野県で実施されるB級公式戦に参加する既存選手に同行し、見学及びNFコーチ
の指導を受ける事が出来ました。 
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① 2021年1月23日（土） 第5回合同練習会
   
    男子練習会     13名
    女子練習会     1名
    ジュニア練習会 13名（コンソーシアム含む）
              合計 27名
 
② 2021年1月24日（日） 第5回初心者体験コブレッスン
 
    男子           15名
    女子            2名
    ジュニア        8名
              合計 25名
 
2日間でコンソーシアムのジュニア以外にもたくさんのジュニアの参加があり、非常
に良かったです。今後もジュニアの拡大には特に力を入れて取り組んでまいります。 
 
今回の参加者は、広島県以外に岡山、山口、島根、福岡と西日本ブロック内からの
申込みがあり、参加エリアの拡大を感じています。

第5回合同練習会&初心者体験コブレッスン報告 

写真 
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